
2A05 製品開発における 技術の創造と 蓄積 

0 松岡克行 ( アイ・エイチ・アイ・エアロスペース ) 

ェ ・ はじめに 

製品開発という 目的を達成するため 新しいことに 取り組むと、 取り組みの過程 

で細部技術開発の 失敗、 品質不良等の 間 題 が発生することがあ る。 また、 新知見 

の 発見や環境問題等の 予期しない新しい 現象に合 う ことがあ る。 製品開発という 

目的を達成する 過程で発生するこの ょう な問題や現象に 適切に対処し 続けること 

により、 技術の創造と 蓄積を継続的に 行 う ことができる。 また、 技術の創造と 蓄 

積は、 変異 一 選択一保持という 進化論のメカニズムで 説明することができる。 特 

に 保持は技術の 伝承として重要であ り、 保持に必要な 技術知識が蓄積される 媒体 

について明らかにする 必要があ る。 

本論文では、 製品開発過程における 技術の創造と 蓄積のメカニズム 体系を示す 

とともに、 技術知識が蓄積される 媒体を明らかにし、 技術の創造と 蓄積のマネジ 

メント・システムのあ り方について 考察する。 

2 . 技 億の創造の多面的視座 
2 . 1  r 求めた結果」 と Ⅰ求めなかった 拮果 Ⅰ の打桶 念 

C . I . バーナードは、 行為の結果を 求めた結果と 求めなかった 結果の二者と 

して捉え、 それを踏まえて、 有効性と能率という 対 概念を立てている 1) 。 

三戸 公は   C . I . バーナー ド による 「求めた結果Ⅰ と 「求めなかった 結果」 

を 「目的的結果Ⅰ と 「随伴的結果」 と呼び、 次のように説明している 2) 。 「行為の 

結果、 目的が達成されよ うと 達成されまいと 目的的結果がもたらされる。 そして、 

そのとき必ず 随伴的結果が 伴 う 。 随伴的結果は、 行為主体にとって、 重要か些細 
か 、 プラス か マイナス か 、 予知できるか 予知できないかに 区分できる。 目的的 結 

果が達成された 場合は有効的で、 達成されない 場合は非有効的であ る。 また、 目 

釣的結果と随伴的結果の 全体が満足と 不満足をもたらす ( 筆者追記 : 即ち、 目的 

的結果と随伴的結果の 軽重を比較し、 重要とされた 方で満足か不満足かが 決まる 几 

目的的結果と 並んで随伴的結果をも 積極的に捉え、 両者を等しく 注視し留意し 配 

慮 した管理を複眼的管理と 名付ける。 」 

2 . 2  % 杭 的な目的のための 行為のサイクル 
求めた結果と 求めなかった 結果という 対 概念及び目的的結果と 随伴的結果とい 

ぅ 複眼的視座を 適用して、 結果を受けて 次の段階に進むための 意思決定と行為の 

あ り方について 体系を構築する。 

目的のための 行為において、 求めた結果とそれに 付随して求めなかった 結果が 

生じる。 求めた結果に 関しては、 目的が達成された 場合の成功と 目的が達成され 
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なかった場合の 失敗とがあ る。 そして、 求めなかった 結果に関しては、 あ る対象 

にとってプラスに 作用する場合とマイナスに 作用する場合があ る。 体系図として 

示すと、 図 1 の通りであ る。 それぞれの結果に 関しては、 どのように対処するか 

の意思決定が 行われ、 新たな ( 目的のための ) 行為があ ると、 各々の行為に 対し 

て、 求めた結果と 求めなかった 結果が生じる。 
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ド 主張の範囲           バーナー 
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Ⅰ結果 つ 次の意思決定づ 次の行為 
三戸 公 による追加 

図 1  億 杭 的な目的のための 行 あ のサイクル体系 

C , I . バーナー ドは、 求めた結果の 成功・失敗と 求めなかった 結果のプラス 

と マイナスについて 言及したが、 その結果を受けた 次の段階の意思決定と 行為に 

ついては、 あ まり言及していない。 また、 三戸 公は C , I . バーナー ドの 言及に 

加え、 マイナスの克服を 強調している。 これらに対して、 筆者が示す図 2 の体系 

は 、 目的のための 行為に対して 発生すると想定される 全ての結果に 対する意思決 
定と行為のあ り方を表している。 目的のための 行為の結果、 新たな目的のための 

( 類似又は別種の 新たな ) 行為が生じ、 その結果として、 新たな目的のための 行 

為に対する求めた 結果と求めなかった 結果が生じる。 このようにして、 継続的な 

目的のための 行為のサイクルが 加速される。 

それぞれのケースについての 意思決定と行為を 次に述べる。 

①求めた結果が 成功の場合、 その成功を持続させるか、 あ るいはその場限りに 

するかという 意思決定を行 う 。 例えば、 新製品 A の開発が成功した 場合、 新製品 

A を生産するなら、 成功持続に必要な 行為は、 開発で得られた 生産に必要な 知識 

の伝承 や 、 生産に必要な 新たな取り組みであ る。 

②求めた結果が 失敗の場合、 その失敗を克服するか、 放置するかという 意思決 

定を行 う 。 失敗を克服する 場合は 、 新たな技術の 創造と蓄積が 行われる。 従って 、 

失敗は克服すべきと 考えるが、 失敗の克服にはコストがかかる。 そのコストが 財 

務を圧迫し、 且つ、 失敗を克服しなくてもあ まり問題が生じない 場合は、 失敗を 

放置するという 選択もあ る。 

③求めなかった 結果がプラスの 場合、 プラスの事柄を 採用するのか 不採用にす 

るのかの意思決定を 行 う 。 例えば、 新製品開発のためにあ る材料を開発していた 
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ら 、 目的とする新製品には 使えないが、 予期しない今までにない 特性の材料がで 
きてしまったという % 台があ る。 コア   コンピタンスに 照らして、 採用とするの 
か 、 不採用とするのかの 意思決定を行 う 必要があ る。 

④求めなかった 結果がマイナスの 場合、 マイナスの事柄を 克服するのか 放置す 

るのかの意思決定を 行 う 。 例えば、 新製品を開発したことによって 環境問題を誘 
発するという 場合が該当する。 このケースは 失敗の克服と 同様のことが 言える。 

3 . 枝折の 自造 と苦甘の進化 君 メカ エスム 

藤井隆宏は 、 ニ 生産システムの 進化論 コ 目において、 社会システムに 適用される 

進化概俳について、 次のように説明している。 

進化論の基本的な 計理構造は、 図 2 の通りであ り、 進化するシステムのメカニ 
ズム は、 「変異 づ 選択 づ 保持」であ る。 変異は、 創発プロセスであ る。 選択は 、 
市場淘汰 ( 企業間の競争力の 差等 ) と組織内淘汰を 想定し 、 従って、 存続可能と 

いう意味での 事後合理的なシステムを 前提とするが、 それは、 緩やかな淘汰であ 

る 。 保持に関しては、 組織成員間あ るいは組織間の 学習の対象となる。 

変異 ("ariat こ on) 一一一一一 - - 発生論的説明 ( 発生の論理 ) 

選択 (selection) 一一一一 一一機能許曲説明 ( 存続の計理 ) 

保持し etenti0n 

+ 
目的合理的に 行動が安定的に 視察されるシステムの 生成 

図 2  進化 袴 の基本的な 苗理窩造 

図 1 を図 2 に対応させると 次のことが言える。 目的のための 行為の結果として 
発生した、 求めた結果 ( 成功 / 失敗 ) と求めなかった 結果 ( プラスノマイナス ) 

は 、 「変異」に対応する。 求めた結果 ( 成功 / 失敗 ) と求めなかった 結果 ( プラス 

ノマイナス ) に対する処理の 意思決定としての、 成功の持続、 失敗の克服、 プラ 

スの 採用、 マイナスの克服は、 「選択」に対応する。 そして、 選択に統 く 類似又は 

別種の新たな 行為は、 「保持」に対応する。 即ち、 製品開発過程における 技術の創 

造と 蓄積は、 進化論メカニズムで 説明でき、 累積進化が起こっているのであ る。 

4 . 枝折知音 苦積 のための 知 群体系 

保持は技術の 伝承として重要であ り、 保持に必要な 技術知識蓄積のための 知識 

体系を明確にしておく 必要があ る。 

4 . 1  知音創造 に宙 達する既存の 提言 

野中・紺野は 、 了 ダイナミックな 組織 知 に向けて よ 。 ) において、 知識創造は形式 
知と 暗黙知の知識スパイラルによって 形成されるとしている。 また、 創造する カ 

は、 単に個人の中にあ るのではなく、 個人と個人の 関係、 佃人と環境の 関係、 即 
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ち、 揚から生まれるとし、 揚 そのものがダイナミックな 知識であ るとしている。 

クラウス・オット 一・シャーマーは、 甲 自己超越する 粗糠 止 5) において、 「自己 

超越 知 」 ( 潜在能力を感じとったり、 まだ存在していないものを 見たりする能力 ) 
を形式 知と 暗然知の知識スバイラルの 原動力であ るとしている。 

権 奇智 は 、 『 反 権 威主義と独創技術 山 。 ) で 、 西澤混一の研究姿勢について、 次の 

ように説明している。 「西澤潤一は、 権 威者による 理 詮や定説よりも、 実験を重視 

した。 自然を相手に 確信が持てるまで 確かめるよ う になったのであ る。 」 

伊丹敬之は、 下新 ・経営戦略の 論理士 7] において、 自然のなかにおける ポ テンシ 

ャルの活用について、 次のように述べている。 「自然の ポ テンシヤ ル を解き明かす 

のが技術開発であ る。 」 

西山賢一は、 下 複雑系としての 経済 由 8) において、 分散認知について、 次のよ う 

に 述べている。 「分散認知の 見方からすると、 認知を訂べていく 基本単位として、 

私と、 関係する人々と 私たちが使っている 人工物の姉つの 組を考えることにな 

る 。 」 

蓮見重彦は、 下知の濃度を 醸成するために 由 。 ) において次のように 述べている。 

「私は 、 知 というものを 結果ではなく 過程で考えるべきだと 思うのです。 我々の 

存在の豊かさを 支えてくれているのは、 すでに起こってしまった 過去の累積では 

なく、 過程を生きるという 現在の体験のはずです。 」 

4 , 2  拍玲の新たな 体菜 

4 . 1 節から、 知識を説明するキープードとして、 形式 知 、 暗黙 知 、 自己超越 

知 、 個人、 環境、 自然、 人工物、 プロセス、 個人と個人の 関係、 佃人と環境の 関 

係 、 場及びダイナミックな 知識 ( 動態的知識 ) が見出される。 これらのキープー 
ドを 用いて知識の 体系を構築する。 知識の区分として、 動態的知識に 対応して 静 

態的 知識を設定したい。 知識が蓄積される 媒体として、 個人と環境があ るとし、 

環境には自然と 人工物が、 そして、 人工物にはプロダクトとプロセスがあ るもの 

とする。 認識論からの 知識のタイプとして、 形式 知 、 暗黙 知 、 自己超越 知 があ る。 

知識の体系を 図示すると図 3 のようになる。 
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筆者は、 環境には認識されていない 実体 知 があ り、 実体 知 に個人が関係するこ 

とにより、 自己超越 知づ 暗黙 抽 づ形式 知 となると考える。 身体化されない 暗黙 知 

としての自己超越 知 があ るがそれは管理が 難しい。 

技術の創造と 蓄積の管理の 対象は、 静態的知識については、 技術知識が蓄積さ 

れる媒体としての、 文書、 佃人、 自然、 製品、 設備、 製造工程、 仕事のプロセス 

であ り、 動態的知識については、 技術の創造が 行われる 揚 ( 関係 ) であ る。 

5 . 拮苗 

( 1 ) 製品開発過程における 目的的結果の 成功持続と失敗克服及び 随伴的結果の 

プラス採用とマイナス 克服という多面的視座で、 組織として技術の 創造と蓄積の 

意思決定を継続的に 行 う ことが技術力の 累積進化をもたらすことになる。 多面的 

視座で問題意識、 着眼点を持ち 積極的に取り 上げて評価するマネジメント・シス 

テム を構築することが 重要であ る。 

( 2 ) 技術知識が蓄積される 媒体として、 文書、 環境、 佃人があ る。 文書は形式 

知 としてデータベー ス 化ができ個人に 容易に認識され 得る。 環境の構成要素とし 
ての自然、 人工物 ( プロダクトとプロセス ) には実体 知 があ り、 それに個人の 知 

識 が関わることに ょ り、 美的直視としての 審美的感情が 伯 き、 個人に自己超越 知 

が 創造される。 また。 佃人には、 形式 知 、 暗黙 知 、 自己超越 知 があ るが、 個人と 

個人の関係、 個人と環境の 関係という場を 形成することにより、 知識創造が行わ 

れる。 文書、 環境、 個人に存在する 知識の質と量のマネジメント 及び揚のマネジ 
メントが技術の 創造と蓄積において 重要となる。 
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